
第３号犠式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

大阪市中央区北浜東３番９号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

郵便事業株式会社近畿支社支社長辰巳宏行

事業者の主たる
業種 郵便事業

該当する事業者

要件 傭京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

辰
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス】00台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

后京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

郵便事業株式会社の事業活動に伴って発生する平成２２年度の二酸化炭素排出量を、平成１９年度排出レベルから６．３％削減する。

推進体制 各支店においては、支店長を環境マネジメント責任者とする環境施策推進体制のもと、各年度の環境実施計画を策定して郵便事業株式会社マネジメントシス
テムにより継続的かつ組織的に環塊負荷削減に取り組む。

環境マネジメントシステム名称 郵腿邪ﾇﾐｲﾎ式会ｷﾋ環境マネジメントシメテム（lSOMOOj剣168）

適用範囲 京都支店・福知山支店

取得年月日 平成20年８月20日

年度ごとの具体
的な取組及び婚
匠の状況
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設備、対象、工程等

業務用車両

全支店

京都支店・福知山支店

措置内容

エコ安全ドライブの徹底（社内コンテスト等）

省エネ教育プログラムの実施

ＩＳＯ１４００１の認証維持

温室効果
排出量等

ガスの

排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実綴に対する自己評価
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省エネ教育プログラムによる社員へのエネルギー使用削減の意誠付けが定着してきている。今後も徹底した取組みを継続
し、更なる削減に繋げていく。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出獄等

用途区分 原町4位の指標

二酸化炭素換算
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二酸化炭素換算
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その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減鉦等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した緬力
又は熱の供給
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地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項


